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決
め
る!!

　平和憲法の上に日米安保条約がある沖縄は、
復帰50年経っても憲法番外地。改憲論議に費や
す時間とエネルギーは、日米地位協定改定のため
の対米交渉に使うべきです。米国追従の政治を沖
縄から変えましょう。

憲法9条を守り、平和な沖縄を

憲法審査会

　物価高騰や軽石漂流への対策支援、浦添の子育て
支援センター廃止や離島や過疎地域における教育・
医療環境の充実、公共交通網の整備や渋滞解消策、
高速料金ETC割引など県民生活に根差した国会質問
を信念としています。

くらしが一番

沖縄北方特別委員会

　沖縄の誇りと尊厳が詰まった建白書。辺野古新基
地断念、普天間基地の閉鎖とオスプレイ撤去が実現
する日まで諦めません。県民投票の民意に寄り添い、
ご遺骨の尊厳を守ることこそ沖縄選出国会議員の使
命です。

建白書の理念実現

　外来機飛来による爆音、PFAS汚染、嘉手納基地の
防錆整備格納庫移転、自衛隊基地への弾薬庫設置と
ミサイル部隊配備―。いずれも県民の命と暮らしを脅
かす問題です。常に生活者目線で政府に対策を求め
ています。

騒音被害や環境汚染をストップ

安全保障委員会

　県内企業の受注比率や県民所得の向上、自然エネ
ルギーの研究や地産地消での連携を通じた県民に身
近なOIST（大学院大学）、MICE整備や不発弾処理
にともなう政府の財政支援など提案型の質問を沖縄
担当大臣におこなっています。

振興と発展

新垣クニオ
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2023年3月9日、安全保障委員会

返還跡地の有効利用＝北中城村ライカム地区



平
和
を
愛
し
、礼
節
を
重
ん
じ
る
空
手
。沖
縄
が
生
ん
だ
守
礼
の
武
道
で
す
。

万
国
津
梁
の
精
神
で
、平
和
外
交
を
貫
い
た
琉
球
王
府
の
政
治
姿
勢
が

護
身
術
の
ル
ー
ツ
を
も
つ
空
手
を
生
ん
だ
と
伝
え
ら
れ
ま
す
。

礼
儀
を
重
ん
じ
、武
器
を
持
た
ぬ
国
。

争
い
を
避
け
、友
好
関
係
を
結
び
た
い
。

「
守
禮
之
邦
」に
込
め
ら
れ
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
で
す
。

今
、国
会
で
は「
数
こ
そ
正
義
」「
軍
拡
こ
そ
国
力
」の
政
治
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

専
守
防
衛
を
骨
抜
き
に
し
た
敵
基
地
攻
撃
能
力
の
保
有
と

殺
傷
武
器
の
輸
出
に
道
を
開
く
安
保
三
文
書
、そ
し
て
軍
拡
増
税
。

台
湾
有
事
を
口
実
に
、ミ
サ
イ
ル
配
備
を
進
め
る
住
民
不
在
の
南
西
諸
島
防
衛
。

改
憲
勢
力
が
主
導
し
て
毎
週
の
よ
う
に
開
催
さ
れ
る
憲
法
審
査
会
。

難
民
を
強
制
送
還
し
、性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
尊
厳
を
軽
ん
ず
る
法
案
の
数
々
。

多
様
性
を
認
め
な
い
、排
除
と
分
断
の
政
治
。

国
民
の
小
さ
な
声
に
耳
を
閉
ざ
す
政
権
に
、私
た
ち
の
将
来
は
任
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

　
空
手
に
先
手
な
し

　
人
に
打
た
れ
ず
、人
打
た
ず
、こ
と
な
き
を
基
と
す
る
な
り

空
手
の
黄
金
言
葉
が
、こ
の
国
の
政
治
に
欠
け
て
い
る
も
の
を
教
え
て
く
れ
ま
す
。

「
新
た
な
戦
前
」と
言
わ
れ
る
今
、守
礼
の
心
を
尊
ぶ
政
治
を
沖
縄
か
ら
発
信
し
た
い
。
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こ
れ
ま
で
も
、そ
し
て
こ
れ
か
ら
も
、揺
る
ぎ
な
い
政
治
信
念
で
す
。

平
和
の
武
・
空
手
の
精
神
を
国
政
に
　

守
礼
の
政
治
を
今
、沖
縄
か
ら

後援会事務所新垣クニオ
プロフィール

〒901-2212 宜野湾市長田4-16-11
（内部資料） （098）892-2131TEL  （098）892-2133FAX

●1956年 6月19日　旧北谷村生まれ
●1975年 沖縄県立名護高等学校 卒業
●1982年 日本大学法学部新聞学科 卒業

●1985年 北中城村役場入庁 　　　  
●2004年 北中城村長（4期16年）  　　　
●2018年 沖縄県町村会長（1期2年）

●2019年 沖縄伝統空手道振興会 理事長（現職）
●2021年 衆議院議員初当選
趣味　空手（上地流教士七段）


